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[1] [2] [3] [4] 本頁小計 全頁合計

【全般的注意事項】解答に際しては、最終的な答だけでなく導出過程も
記せ。また、積分定数として断り書きなしに c、c′、c′′ 等の記号を用い
てよい。なお、教科書では arcsin x を Sin−1x、arccos x を Cos−1x、
arctan x を Tan−1x と表記していたが、答案では arc· · · の形で書け。

【1】
10 点

I =

∫
x2e3x dx を求めよ.

【2】
10 点

I =

∫ ∞

0

x3e−x2
dx を求めよ.

【3】
10 点

不定積分 I =

∫
2x3 + 2x2 + x + 1

x2(x2 + 1)
dx を求めよ.

【4】
10 点

I =

∫
arcsin x dx を求めよ.
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[5] [6] [7] [8] 本頁小計

【5】
10 点

g(x) =
d

dx

∫ x3+6

x2+5

f(t + 4) dt を求めよ。

【6】
10 点

F (x) =

∫
dx

x4 + 1
とする。このとき、G(x) =

∫
dx

2x4 + 3
を

F を使って表せ。

【7】
10 点

極座標表示された曲線 r = 1 + cos 4θ (0 ≤ θ ≤ 2π)
の概形を描け。
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【8】
10 点

下式のようにパラメータ表示された曲線の長さ L を求めよ。
x =

√
3t2, y = t − t3 (1 ≤ t ≤ 2)
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[9]

【9】
10 点

I =

∫
dx

x
√

x2 + 2x
を求めよ。
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[10]

【10】
10 点

n をゼロ以上の整数として、In =

∫
xn sin x dx, Jn =

∫
xn cos x dx と定義する。このとき以下の小問に答えよ。

(1) n ≥ 1のとき、 In を Jn−1 を使って表す漸化式と、Jn を In−1 を使って表す漸化式を作れ。
(2) 前小問で作った漸化式を利用して、I5 を求めよ。
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